
2
編集の基本方針

●  つながりを大切にした単元構成
●  苦手やつまずきの克服と基礎・基本の確認
●  「倍」の単元の新設
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たしかな基礎力が

自信に

つながります。
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次の学習のために 単 元

復 習

次の学習のために

単 元

学習をたしかに

復 習

これから学習する内容に関わる既習事項を
確かめます。

学習指導要領に示された内容を
学習します。

単元内でつまずきやすいところや、大切にしたい
見方・考え方を確認し、定着をはかります。

学期末・学年末に、それまでの単元の内容を
ふり返る練習問題を用意しています。

次の単元や学年へ

次の単元や学年へ
つながるよ。

　これから面積の学習をするよ。

4年下p.39 4年下p.43

4年下p.57

4年下p.74 4年下p.76

5年・図形の面積 p.149

4年下p.58

4年下p.47-49

4年下p.54

本資料p.40

学習をたしかに

本資料p.41

大切なことは各コーナーでくり返し取り上げ
学習内容の定着をはかります。

つながりを大切にした単元構成
基本方針 2 たしかな基礎力が自信につながります。
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次の学習のために

練習問題

計算問題にはデジタルコンテンツとして
追加の練習問題を用意しています。

どの学年・単元で
学んだかがわかります。

定義など、大切な用語は
太字で示しています。

どの学年・単元で学んだかがわかります。

デジタルコンテンツでは、
問題を解く手がかりが表示されます。

もくじに配した「これまでの学習」は
既習事項とのつながりを示しています。

4年上p.100

4年上p.162-163

4年下p.164-165

5年p.174年下表2

新しい単元にはいる前に、
これから学習する内容に関わる既習事項を
確かめる「次の学習のために」を設けました。
内容の系統性が明確な算数においては、
基礎・基本を定着させるために、
学習したことをくり返し確認することが大切です。

前学年または前巻までに学習したことのうち、
当該学年の学習内容に関わる既習事項を整理しました。
子どもが自身の理解度を確かめられるだけでなく、
新たな問題を考える際の手助けにもなります。

大問には必ず練習問題を用意しています。
　 のように網掛けをしている問題は、
その時間に学習した型を示しています。

次の単元に関わる既習事項を押さえることで、
新しい学習にスムーズにはいることができます。

上巻では前学年までに、
下巻では前巻までに
学習したことを扱っています。

前に学習した内容を確認することで
新しい学習のはじまりがスムーズだね。

もくじ

○○までに学習したこと （巻末）

6年p.27

●●①

本資料p.7

苦手やつまずきの克服と基礎・基本の確認
基本方針 2

本資料p.7

　　　　 の問題では、なぜそうなるのかを
言葉で説明する問題を用意しています。

どうしてが
いえるかな

たしかな基礎力が自信につながります。

練習

ヒントと
答え
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【学習指導要領との関連】
各学年各領域の目標である

「　  次のような知識及び技能を身につけること」
「　  次のような思考力、判断力、表現力を身に付けること」
にも対応しています。

ア

イ

わかっているかな

たしかめよう

全国学力・
学習状況調査などの
結果をもとに、
子どもが
つまずきやすい内容を
取り上げています。

わからなくなっても
すぐに単元内に戻れるよう、
参照ページを示しています。

応用的・発展的な問題を載せている
「ぐっとチャレンジ」への
参照ページを示しています。その単元で働かせた

数学的な見方・考え方が
さらに豊かで
確かなものへと
なっていくような問題を
取り上げています。

それぞれ
単元内への誘導を掲載

2年下p.71

2年下p.73

4年下p.136

3年上p.96

2年下p.77

2年下p.78

2年下p.76

「わかっているかな」は、　　「まちがいやすい問題」と　　「見方・考え方をみがこう」で
構成しています。

「たしかめよう」は、その単元全体の確認問題です。

単元末には「わかっているかな」「たしかめよう」からなる「学習をたしかに」を新設しました。
子どものつまずきや、見方・考え方を価値づける内容にも焦点をあてています。

学期末や学年末の「復習」にも、
「見方・考え方をみがこう」の問題を
設定し、統合的・発展的に
考えることへとつなげていきます。

単元全体の内容を
ふり返ることができるよ。

本資料p.41

苦手やつまずきの克服と基礎・基本の確認
基本方針 2

図を使って考える学習が苦手な子どもたちのために、
図や式、ことばの関連、テープ図や数直線図の
よみ方・かき方を系統的に整理して、
図を使いこなせるようにしました。

よみとろう あらわそう

5年p.193 5年p.314

図・表記に関する系統は、
本資料 p.64-67 に
くわしく掲載しています。

たしかな基礎力が自信につながります。
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2年から「倍」について
取り上げています。

第1用法、第2用法、
第3用法のすべてを
取り上げています。

デジタルコンテンツには
数直線ツールを用意しています。

「割合」の単元の近くに
「倍」に関する学習を配置しています。

整数倍への適用に続き、
簡単な割合について
取り上げています。

倍を扱う単元には必ず
演算決定を考えるページを
設けました。

2年下p.15

2年下p.50

3年下p.74

5年p.192

5年p.1

4年上p.126

6年p.78

6年p.74

子どもたちにとって、難関であるといわれてきた「倍」「割合」に関する学習について、
低学年からていねいに積み上げていくことを意図し、
3年以降に「倍」と「割合」に特化した単元を設けました。

2 年 3 年

5 年

4 年

6 年

「倍」の単元の新設
基本方針 2 たしかな基礎力が自信につながります。
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